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Results of the doctoral thesis screening 

博士論文審査結果 

 

氏 名
N a m e  i n  F u l l

 坂口 尚文  

 

論文題目
T i t l e

 個票データによる性別の交互作用効果を用いたコウホート分析法に関する研究  

 

論文は全 6 章 87 ページから成り、日本語で執筆されている。  

第 1 章では、研究の目的と論文全体の構成、数学的記法について述べている。  

第 2 章では、コウホート分析（継続調査データから年齢･時点･コウホート（世代）効果

を分離する方法）における識別問題が生じるメカニズムについて、行列表現および図示に

より明示的に説明を行っている。  

第 3 章では、ベイズ型コウホート（BAPC）モデルを混合効果モデルの枠組みで捉え直

すことにより、マルチレベル分析の応用として開発された階層的年齢･時代･コウホート

（HAPC）モデルとの相違を示している。その上で、HAPC モデルの推定法にはコウホー

ト効果のトレンドを平坦なものにしやすいメカニズムが内在されており、BAPC モデルで

は効果パラメータの漸進的変化の条件（1 次階差制約）を導入していることによりその機

能不全を克服していることを実例と共に示した。  

第 4 章では一旦コウホート分析を離れ、一時点において性別×年齢の集計表を分析する

際の問題点を指摘している。本来考慮されるべきモデル群を列挙し、更に変量効果を用い

た男女の年齢効果に「近さ」を考慮した交互作用効果モデルを提案している。  

第 5 章では、個票データを用い、性別要因を考慮したコウホート分析モデルの定式化を

提案している。第 3 章で有用性を確認した BAPC モデルのパラメータ 1 次階差制約を積極

的に利用し、第 4 章で論じた性別と年齢要因の交互作用効果についての枠組みを、時点お

よびコウホート要因についても拡張している。  

第 6 章では、論文のまとめと結論を述べている。  

 

論文の主たる貢献は、第 3 章から第 5 章に含まれている。第 3 章では、HAPC モデルに

おいてコウホート効果のトレンドが平坦に推定されやすい数理的構造を明らかにした点に

貢献が認められる。実例として取り上げた「日本人の国民性調査（統計数理研究所）」にお

ける大学卒割合の変化は、ほぼコウホート効果のみで説明される事象に基づく例示で説得

力がある。なお、第 3 章の内容は、数理社会学会の査読付き機関誌『理論と方法』に採択

され、34 巻 1 号 (2019 年 3 月刊行予定 )への掲載が決まっている。  

第 4 章は、「1 要因分析モデル」と「2 要因分析モデル」の二者択一的分析が見落とすモ

デル群を指摘した上で、「日本人の意識調査（NHK 放送文化研究所）」のほぼすべての収

録項目に対して分析を行い、実際にどのようなモデルが最適モデルとして選択されるのか

を示しており、実用的に有益な方法論が提示されている。  

第 5 章では、第 3 章と第 4 章の結果を元に、性別と 3 要因の交互作用効果を含めた豊か

な表現力を持つモデル群を形成する一方で、実用面を考慮して、モデルの全探索に代わる
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ステップワイズ法を提案した点が評価できる。ここでも「日本人の意識調査」における 94

個の質問群にモデルをあてはめ、いずれの最適モデルにおいても、1 つ以上の要因で性別

との交互作用効果が認められることを示している。  

 以上から、博士論文審査委員会は、本論文が博士（統計科学）の授与に値すると全員一

致で判断した。  




